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神戸・台湾アートプロジェクト概要 

 

 

2013 年 3 月 11 日台湾高雄の橋頭芸術村を出発し東日本の被災地へ渡った白

屋は、5 月石巻、そして 8 月大槌と巡回し、それぞれの地でアートプロジェクト

を実施した。そして 11 月日本の最後の巡回地・神戸でアートプロジェクトを開

催し、来年春には台湾へ帰還する。 

 

神戸・台湾アートプロジェクトは、11 月 1 日から 12 月 1 日まで神戸ビエン

ナーレ 2013 協賛事業として実施した後、完成した白屋は引き続き来年 1 月中旬

頃まで展示し、さまざまな関連行事を行なう。 

 

プロジェクトの概要 

   壁画創作     10.28～11.3 

8 名のアーティスト（台湾 2 名、東北 1 名、神戸など 5 名）で

新たに 8 枚の作品を創作 

 

   白屋建設     11.1～11.3 

2 名の建設班を台湾から招き、神戸のボランティアと共に白屋

を組み立てる 

 

   学生フォーラム  11.3 

交流会      11.3 

   開幕式      11.4 

   展示       11.4～ 

 

 

 

場所 神戸震災復興公園「みなとのもり公園」  

神戸市中央区小野浜町 

  

 

 主催 神戸・台湾アートプロジェクト実行委員会 

 共催 新台湾壁画隊 新故郷文教基金会 台湾芸術発展協会 

 協力 神戸市  
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行事スケジュール 

 

 

 

10 月 28 日（月） 10：00－17：00 

29 日（火）  

30 日（水）  

31 日（木）  

11 月 1 日（金） 10：00 地鎮祭（台湾式・土地の神様に安全祈願をします） 

2 日（土） 10：00－17：00 

 

3 日（日） 10：00－17：00 

15：00 学生フォーラム（人と防災未来センター） 

17：30 前夜祭（温室辺りで賑やか交流パーティー） 

4 日（祝） 白屋完成！ 

11：00 開幕式（白屋にかぶせた赤い布をみんなで引っ張ります） 

午後 神戸ビエンナーレ 2013 見学（メリケン→モトコ―） 

18：30「被災地交流アートフォーラム」（会場 プラネット EartH）  

5 日～ 展示 

17 日 看板製作（白屋の説明看板などを設置した） 

12 月 1 日 神戸ビエンナーレ閉幕 

   15 日 炊き出しイベント（予定） 

 

  

創作 

建立 創作 
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プロジェクト日誌 

 

白屋到着、そして準備作業 

 

10 月 23 日（水）  

大槌を 21 日昼に出発した白屋を載せた 7 トン・ユニック車は、２夜を跨いでひた走り 23

日早朝 8 時まだ霧雨の残る神戸「みなとのもり公園」に到着した。天川らが出迎えた。運

転手はすぐさま手慣れた様子で荷降ろしにかかる。土台や柱の部材、小屋組、3 つの木箱、

入りきらなかった作品パネルなどが次々と所定の場所に並べられた。 

 そのうち宮崎みよしさんも姿を見せた。とりあえずは白屋が無事到着したことを祝して、

まずは「サイコー」。 

 

10 月 24 日（木）  

 みなとのもり公園の苗圃は木の柵で囲まれている。その柵にこれまで描かれたパネル画

で小屋に貼れないものを展示する案を考えた。宮崎みよしさんとスタッフに手伝ってもら

って試験的に設置してみた。威圧感があるかと心配したが、結構よい展示になりそうだ。 

 

10 月 25 日（金） 

 台風到来で午後には雨になりそうだったので、諸々の器材等を風雨から避けるために温

室の中へ避難させた。 

 

 

10 月 26 日（土） 
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 幸いに雨も上がる。きょうは、神戸で新たに制作する８枚のパネルに下地の白ペンキを

塗った。作業は多田陽一、竹内功大の２人が引き受けてくれたが、さすがアーティストで

手際よくこなした。一方、高齢者たちは（垂水、小林、天川夫、天川）、何とかかんとか３

つの箱の整理をし、全て濡れているものも干した。大槌で二つの台風を迎えた白屋の道具

類は、相当な雨にさらされていたのである。 

 そしていくつかの作品を、番線や麻布のクッション材などを使って、野外の木柱に固定

した。これで野外展示もなんとかなりそうだ。 

 また、芸術村の紹介で通訳を手伝ってくれる人が見つかった。高雄出身で神戸大学博士

後期課程の陳怡如さんで、帰省していた時に白屋芸術村を訪ねたのだという。なんと彼女

に芸術村を紹介したのは島田誠さんというで。これも不思議な縁と驚く。そして彼女の友

人の胡向賢さんにも手伝っていただいた。 

 

 

 

10 月 27 日（日） 

 

 

壁画創作始まる 

 

10 月 28 日（月） 

今日からいよいよ壁画創作が始まる。初日から創作に入ったのは佐藤紘子さん、多田陽

一さん、竹内功大さん、宮崎みよしさんの 4 名のアーティストである。白屋建設予定地に

ブルーシートを敷き、パネルを立てかけて作業を開始した。 
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10 月 29 日（火） 

昨日夜神戸に到着した中川和寿さん、そして高濱浩子さんも加わり、日本勢は全員そろ

って制作する形になった。 

 

10 月 30 日（水） 

 引き続き日本勢アーティストの制作が続く。中川さんは昼過ぎには完成、佐藤さん、多

田さん、宮崎さんも続いて仕上げた。 

 

 

 

台湾勢到着、本格スタート 

 

10 月 31 日（木） 

今日も高濱さんは、一人公園の現場で制作に励んだ。 

夜、台湾勢が神戸に到着した。早速、宮崎さんの紹介で建隆さんに手配をしていただい

た宿舎「建隆住宅」に案内する。今回のプロジェクトでは建隆さんに大変お世話になりま

した。宿泊の心得や明日からのスケジュールを手短に説明して、皆さん、「晩安！」 

 

 

11 月 1 日（金） 

 早朝からみなとのもり公園の会場には、台湾勢や神戸大学のボランティアが続々と集ま

ってきた。まずは、恒例の台湾式地鎮祭を取り行う。テーブルに果物やお菓子を並べ、危

うく処分されそうになったことがある「神様」も所定の場所に鎮座した。日本の線香に火

をつけて、一同「拝、拝、拝。」 
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 今日はボランティアの不足を補うため、山羽造園さんの好意によってユニック車 1 台が

応援に駆け付けた。お陰で作業は順調に進んでいった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 台湾アーティストも作業に取り掛かったが、顔料が足りないなどで午前中は手持ち無沙

汰。「どうしました？」と聞くと、「ただ今、構想の発酵中。」とのことで慌てた様子もない。

さすが台湾や。それでも午後からはエンジンがかかった。 

 今日は、公園でトライアルウィークの炊き出しがあり、お昼ごはんに頂いた。「ご馳走さ

までした！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 2 日（土） 

 今日は 9 時過ぎから建て方の作業が始まる。まだ、人手が足りてない。公園でダンスの

練習していた若者に急遽ボランティアを頼み込む。「よっしゃ。」と引き受けてもらって 1

連が立ちあがった。 

 今日は「臨時ボランティア」が活躍してくれた。お昼前４連目を立ち上げる時も人手が

不足した。天川さんがサッカーをしている若者に声をかけに走る。なんと彼らは中国人だ

った。日、中、台で「いーっ、あーる、さん」。なかなかええやん。 

 夕方には枠組みはすべて立ち上がり、後は屋根を残すのみとなった。 
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白屋建設と並行して、パネルの野外展示作業も行なった。あらかじめ台湾から持ってき

た屋根用の作品と、大槌と神戸で新たに制作した 16 枚が増えているので、白屋に取り付け

る以外に相当枚数を野外展示しなければならない。神戸大生たちと神戸市建設局松岡さん

のおかげで夕方までに完成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

台湾出身で神戸在住の人達が訪ねてくれました。大槌の壁画プロジェクトで通訳をして

以来の王雪文さんも子供連れで来訪。同じ屏東出身の張さん、曾さん両アーティストと話

が尽きない様子。なかなか筆が進まないが、交流も大切ですよね。 

 一方、日本人アーティストは、高濱さんの他、多田さん、竹内さんが仕上げの作業に余

念がない。 

 

 

 

 

 

 

11 月 3 日（日） 

屋根の構築に取り掛かる。まずローリングタワーを外部に置いて、軒部分の小屋梁をか

け渡す。しかしタワーの寸法が高く、白屋内部に入らない。上部の小屋梁はやめときまし

ょう、ということになった。いや、これもなかなか斬新なデザインだ。 

さあ、いよいよパネルの設置。正面の両脇は李俊陽さんの「千里眼」で、これはいわば

指定席。向かって左側の 8 枚のパネルは大槌で制作したものを、向かって右側の 8 枚は今

回神戸で制作したものを取り付けた。内部は石巻で制作したものや、台湾から持ってきた

ものを展示した。正面には、張新丕さんが石巻で描いた「我的心中美麗」が飾られた。 
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あれっ、新台湾壁画隊の電飾の看板が無い！ 探したものの結局見つからないので、新

たにつくる以外仕方ない。その時、折よく 2 人の神戸大建築の女子学生がボランティアで

現れた。「あんたらに任すから看板作って。」の頼みに、自信ありげだった彼女らは手際よ

く作ってくれました。 

台湾芸術村の代表蒋耀賢さんが神戸に到着した。この白屋活動に参加するとともに、そ

の後大槌町に寄贈するアート陶板を大槌町に届ける予定だ。 

 

 5 時には予定通り、片付けも終わった。From kobe が招待した大槌高校生 3 名と先生

も到着した。2 日に来神、先ほどまでフォーラムをやっていた人と防災未来センターから駆

けつけてくれたものだ。また、大槌高校と姉妹校協定を結んでいる、豊中の桜塚高校の田

中先生も一緒だ。 

ケータリングの用意も整った。さあ、交流会を始めましょう。プロジェクトに関わった

人達が温室に集まる。「乾杯！」大声で盛り上げ上手の蒋運営長が挨拶する。大槌高校生や

田中先生などもそれぞれ想いを語る。途中、「1 万人市民団」の発案者でもある朝日新聞の

角谷さんがやってきた。宴たけなわの時、神戸大学の澤井君の演奏によるアフリカ太鼓の

音がひびきわたったところでお開きとした。温室の中の交流も、不思議な雰囲気でした。 

 

いよいよ完成！ 

 

11 月 4 日（月・祝） 

 11 時から開幕式だ。恒例の紅幕で覆ってみんなで引き落とす。その前に、皆で円陣をつ

くって、辻みなとのもり公園運営会議代表のあいさつでミーティング。そして、集合写真。

さあ、開幕！ その後再び集合写真「コウベ、サイコー!」 
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その後台湾勢はメリケンパークや元町方面へ向かい、ビエンナーレの見学などで時間を

過ごした。そして、宮崎さんの根拠地・元町高架下（モトコ―）のプラネット EartH で、

18：30 から始まる「被災地交流アートフォーラム」に合流した。神戸ビエンナーレペイン

ティング部門で大賞を獲得、今回の白屋プロジェクトに参加したアーティスト佐藤紘子さ

んのトークショウだ。形態模写のアーティスト福本ヒデさんとおしゃべりする。台湾の張

さんも一言メッセージを寄せた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

台湾アーティスト、神戸視察 

 

11 月 5 日～6 日 

 台湾の工作班 2 名は 5 日帰国したが、2 名のアーティストはさらに 2 日間留まり、神戸な

どの視察を行った。神戸港遊覧船[かもめりあ]に乗船、海上からビエンナーレの作品を鑑賞

した。さらに、ハーブ園なども訪れた。 

 

大槌へ陶板を届ける 

 

11 月 5 日～6 日 

 蒋耀賢芸術村運営長には、台湾から大槌町に寄贈する陶板を大槌町長に届けるという宿

題が残っていた。これは大槌・台湾アートまちづくりプロジェクトの中からうまれたもの

で、2 年にわたって大槌で展開した台湾のアート活動や復興公営住宅に対する台湾紅十字会

の支援活動などを記念し、大槌と台湾を結ぶ絆を象徴するアート陶板を大槌町に寄贈し、

初めて完成した大ケ口復興公営住宅の集会所に設置しようというものである。8 月の大槌プ

ロジェクトの際約束したもので、その後台湾で検討し製作した作品がこのたび完成し、神

戸プロジェクトに合わせて携帯してきたものだ。 

 5 日の夕方、蒋さんと同行する垂水さんと二人が伊丹空港を出発した。30 ㎝×30 ㎝の陶

板が 16 枚、重量にして 30 キロ近くの荷物を提げての大槌行である。ともかく 11 時ころに

は民宿にたどり着いた。 

 明くる 6 日、まず大槌町西迫課長や UR の渡辺課長と現地設置方法を協議した後、1 時に

碇川大槌町長を訪ね手渡した。町長も蓬莱島と台湾魚が虹で結ばれている作品に満足の様
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子、また、台湾もかつて「蓬莱島」と呼ばれたことがあるとの蒋さんの説明を聞いて、不

思議な縁に驚いておられた。 

 この後、おらが大槌夢広場、カリタス大槌ベース、オーナーの道又さんなどを訪ねると

ともに、大槌高校も訪問した。大槌高校では、校長先生、新沼美術部顧問などに面会、美

術部のクラブ活動の現場にもお邪魔した。夕方には、蒋さんもご存知の福幸きらり商店街

の居酒屋「みかドン」で一杯やった後、夜行バスで東京に向かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看板製作 

 

11 月 17 日（日） 

 公園にたくさん絵が展示されているが、「これなあに？」の雰囲気が漂っていると心配し

てくださった公園運営会議の佐藤さんの計らいで、北神戸田園ボランティアネットのご尽

力を得て、看板製作を行った。飛び入りで日経の記者さんなども参加、お陰様で手作り感

あふれる素敵な案内版ができた。そして作業終了後、石田君が白屋の中で「がんばっぺ」

を熱唱してくれ、白屋もいつもと違う表情を見せた。終わってみれば、今日はなかなか心

地よいイベントになったなーと一同満足。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.denbora.net/index.cgi?mode=image&upfile=744-1.jpg
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神戸で創作した作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  竹内功大 

 

張新丕 曾琬婷 

多田陽一 
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佐藤紘子 

 

宮崎みよし 

 

高濱浩子 

 

中川和寿 
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神戸・台湾アートプロジェクト実行委員会 

 

 

 

順不同・敬称略 

団体名 役職  

NPO 法人リ・フォープ 理事長 宮崎みよし 

みなとのもり公園運営会議  辻 信一 

TeLL-Net 世界災害語り継ぎネットワーク 事務総長 小林郁雄 

阪神大震災復興市民まちづくり支援ネットワーク 事務局 天川佳美 

被災地学生交流事業会 代表 近藤民代 

From KOBE 大槌町復興まちづくり支援ネットワーク  川上 翔 

大槌・台湾アートプロジェクト実行委員会  臂 徹 

石巻・台湾アートプロジェクト実行委員会 実行委員長 西條允敏 

被災地市民交流会 代表 垂水英司 

 

 

         

・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



16 

 

神戸・台湾アートまちづくりプロジェクト参加者 

順不同・敬称略 

団体名 氏名  

台湾 

蒋耀賢 橋頭白屋芸術村運営長 

張新丕 アーティスト 

曾琬婷 アーティスト 

葉哲岳 工作班 

黄萬春 工作班 

日本アーティスト 

中川和寿  

佐藤紘子  

高濱浩子  

多田陽一  

竹内功大  

宮崎みよし  

岩手県立大槌高等学校 

松橋郁子    教諭 

佐々木孝範 ３年生 

三浦晶子 ２年生 

倉本拓磨 １年生 

大阪府立桜塚高等学校 田中宏子 教諭 

神戸大学近藤研究室 

川上翔 (M1) 

澤井浩臣 (M1) 

正月谷貴 (M1) 

阿部真治 (B4) 

佐戸果林 (B4) 

宮崎智己 (B4) 

山本舜一 (B4) 

神戸大学 

加藤彰浩 (B3) 

山田淳也 (B3) 

木下貴文 (B3) 

池田みさき (B2) 

後藤沙羅 (B2) 

寸田智也 (B2) 

大林一輝 (B2) 

山本純也 (B2) 

大村和暉 (B1) 
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北神戸田園ボランティアネット 佐藤由美子  

みなとのもり公園運営会議 辻信一  

神戸華僑総会 陸 超  

野田北ふるさとネット 河合節二  

ギャラリー島田 島田誠  

アップルプラン 天川雅晴  

山羽造園 山西英一  

朝日新聞 角谷陽子  

読売新聞 浅野友美  

日本経済新聞 近藤佳宜  

有限会社 建隆マネジメント 
成田建和  

藤岡洋貴  

株式会社 二鶴 高田和也  

NPO 法人リ・フォープ 宮崎みよし  

被災地市民交流会 

垂水英司  

石井 修  

小林郁雄  

天川佳美  

通訳協力 
陳怡如 神戸大学 

胡向賢 神戸大学 

 

 

 

 


